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あいのわ

開
催
日　

平
成
28
年
３
月
15
日

場　

所　

足
立
あ
か
し
あ
園
会
議
室

議　

案　

第
１
号
議
案     

平
成
28
年
度
予
算
（
案
）・
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

                 

第
２
号
議
案　

平
成
28
年
度
積
立
金
・
積
立
預
金
取
り
崩
し
に
つ
い
て

                 

第
３
号
議
案　

施
設
長
等
人
事
に
つ
い
て

                 

第
４
号
議
案　

第
12
期
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

                 

第
５
号
議
案　

第
８
期
苦
情
解
決
第
三
者
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

                 

第
６
号
議
案　

諸
規
程
の
制
・
改
正
及
び
廃
止
に
つ
い
て

平
成
28
年
度　

第
１
回
臨
時
理
事
会
報
告

議　

案　

第
１
号
議
案　

第
12
期
理
事
長
の
選
出
に
つ
い
て

　
　
　
　

第
２
号
議
案　

副
理
事
長
の
指
名
に
つ
い
て

                 

第
３
号
議
案　

相
談
役
の
推
薦
に
つ
い
て

                 

第
４
号
議
案　

職
務
代
理
者
の
指
名
に
つ
い
て

平
成
28
年
度　

第
１
回
評
議
員
会
・
理
事
会
報
告

開
催
日　

平
成
28
年
５
月
27
日
（
金
）

場　

所　

足
立
あ
か
し
あ
園
会
議
室

議　

案　

第
１
号
議
案　

平
成
27
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
・
監
査
報
告
に
つ
い
て

                 

第
２
号
議
案　

監
事
等
、
12
期
の
辞
任
及
び
選
任
に
つ
い
て

 

４
月
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
挟
み
、
各
評
議
員
会
・
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）・
予
算
（
案
）、
平
成
27
年
度
の
事
業
・
会
計
報
告
を

は
じ
め
他
の
議
案
に
つ
い
て
ご
審
議
い
た
だ
き
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
臨
時
理
事
会
で
は
第
12
期
の
あ
い
の
わ
福
祉
会
、
理
事
・
評
議
員
が
選
出
さ
れ

ご
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
ま
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
28
年
度
は
、
法
人
の
事
業
と
し
て
、
次
の
２
つ
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

１
、
神
明
障
が
い
福
祉
施
設
の
あ
い
の
わ
し
ご
と
セ
ン
タ
ー　

２
、
足
立
区
大
谷
田
障
が

い
福
祉
施
設
の
生
活
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
作
業
訓
練
型
）
で
す
。

卒
業
生
の
進
路
先
と
し
て
、
ま
た
法
人
内
利
用
者
の
方
の
中
か
ら
も
、
仕
事
や
地
域
生
活

を
考
え
る
上
で
の
選
択
肢
が
広
が
る
事
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
今
年
度
の
目
標
は
、
新
事
業
の
安
定
化
と
昨
年
の
６
項
目
ー
①
地
区
割
り
の
安
定
化

②
舎
人
あ
か
し
あ
園
の
運
営
安
定　

③
職
員
育
成
④
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
増
設
・
地
域
移
行

支
援　

⑤
事
務
体
制
の
一
体
化　

⑥
地
域
貢
献
の
取
組
み
ー
を
今
年
度
も
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。
最
重
点
と
し
て

①
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
対
応
推
進
（
１
、
経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化　

　

２
、 

事
業
運
営
の
透
明
性
の
向
上
３
、
財
務
規
律
の
強
化　

４
、
地
域
貢
献
の
実
施
）

②
職
員
育
成　

昨
年
開
始
し
ま
し
た
プ
リ
セ
プ
タ
ー
制
度
の
定
着
と
中
堅
職
員
の
内
部
研

　

修
を
推
進
し
ま
す
。

 

４
月
１
日
の
職
員
全
体
会
に
続
き
、
２
週
目
は
各
所
の
入
所
式
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域

生
活
が
よ
り
豊
か
な
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
、
一
緒
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

今
年
度
も
、
役
員
・
職
員
一
同
力
を
合
わ
せ
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

ど
う
ぞ
ご
理
解
と
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
27
年
度
　
第
４
回
評
議
員
会
・
理
事
会
報
告
、

平
成
28
年
度
　
第
１
回
臨
時
理
事
会
報
告

平
成
28
年
度
　
第
１
回
評
議
員
会
・
理
事
会
報
告
　
　
　
理
事
長
　
　
鈴
島
妙
子

足立あかしあ園　綾瀬あかしあ園 　舎人あかしあ園　神明障がい福祉施設　足立区大谷田障がい福祉施設　竹の塚あかしあの杜 　あいのわ支援センター　あいのわ相談センター

足立あかしあ園・入所式

足立区大谷田障がい福祉施設・新規事業開所式

神明障がい福祉施設・新規事業開所式
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4
月
1
日
、
足
立
あ
か
し
あ
園
に
て
、
平
成
28
年
度
社

会
福
祉
法
人
あ
い
の
わ
福
祉
会
職
員
全
体
会
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

理
事
長
に
よ
る
所
信
表
明
、
理
事
に
よ
る
所
信
表
明
、

各
施
設
か
ら
事
業
計
画
の
発
表
等
を
行
い
ま
し
た
。
永
年

勤
続
表
彰
で
は
2
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
年
に
1

度
、
多
く
の
法
人
内
職
員
が
一
堂
に
会
す
る
中
、
こ
れ
ま

で
携
わ
っ
て
き
て
こ
ら
れ
た
関
係
者
や
職
員
の
熱
い
思
い

や
、
積
み
あ
げ
て
き
た
実
績
を
踏
ま
え
て
、
今
後
も
引
き

続
き
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
法
人
・
施
設
で
あ
り
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
求
め
ら
れ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
事
業
展
開
に
お
い
て
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
内
容

と
し
て
は
、
新
人
職
員
が
相
談
で
き
る
職
員
を
担
当
者
と

し
て
配
置
し
、
二
人
三
脚
で
新
人
職
員
の
成
長
を
促
し
て

い
く
「
プ
リ
セ
プ
タ
ー
制
度
」
の
施
行
後
の
振
り
返
り
や

定
着
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
同
時
に
中
堅
層
の
職
員

の
育
成
の
た
め
の
研
修
体
系
の
構
築
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
今
後
、
社
会
福
祉
法
人
制
度
の
改
革
が
行
わ
れ
て

い
く
中
で
、
あ
い
の
わ
福
祉
会
と
し
て
の
役
割
や
、
地
域

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
地
域
貢
献
へ
の
参
画
な
ど
が
求
め
ら

れ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
と
し
て
実
施
し
て

行
く
上
で
、
法
人
全
体
と
し
て
、
地
区
割
り
後
の
サ
ー
ビ

ス
内
容
の
検
証
や
改
善
、
職
員
の
育
成
の
仕
組
み
づ
く

り
、
地
域
生
活
支
援
の
向
上
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
、

様
々
な
作
業
ニ
ー
ズ
が
あ
る
中
で
の
実
態
的
な
作
業
の
確

保
、
相
談
支
援
の
向
上
等
の
現
状
の
課
題
も
踏
ま
え
て
い

く
こ
と
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
法
人
職
員
の
一
人
ひ
と
り

が
自
ら
の
役
割
の
元
、
新
た
な
対
応
を
し
て
い
く
こ
と
で
、

よ
り
一
層
実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

今
後
と
も
関
係
各
所
の
皆
様
方
の
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
（
酒
井
）

平
成
28
年
度
法
人
全
体
会
報
告

第
12
期　

理
事
・
監
事 

（
敬
称
略
）

理　

事
：
鈴
島　

妙
子
（
理
事
長
）

　
　
　
　

丸
山　

亮
子
（
副
理
事
長
）

　
　
　
　

長
井　

喜
三
郎　
　

秋
山　

啓
司

　
　
　
　

鈴
木　

真
理
子　
　

中
村　

敏
彦

　
　
　
　

渡
邊　

正
人　
　
　

太
田　

則
子

　
　
　
　

酒
井　

紀
幸

相
談
役
：
岸
本　

美
惠
子

監　

事
：
上
村　

耕
一
郎　
　

小
川　

弘
子

※
平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平
成
30
年
３
月
31
日
で
す
。

第
12
期　

評
議
員 
（
敬
称
略
）

鈴
島　

妙
子　
　

丸
山　

亮
子　
　

長
井　

喜
三
郎

秋
山　

啓
司　
　

鈴
木　

真
理
子　
　

中
村　

敏
彦

小
金
井　

寛　
　

市
川　

光
江　
　

冨
田　

潤
子

徳
丸　

省
一　
　

斑
目　

幸
子　
　

今
井　

澄
子

伊
藤　

定
雄　
　

藤
巻　

暎
一　
　

須
賀　

透

比
留
間　

ち
づ
子　

渡
邊　

正
人　

太
田　

則
子

酒
井　

紀
幸

第
８
期
苦
情
解
決
第
三
者
委
員 

（
敬
称
略
）

藤
巻　

暎
一 　

比
留
間　

ち
づ
子　
　

犬
塚　

喜
久

第
12
期
理
事･

評
議
員
・
第
８
期
第
三
者
苦
情
解
決
委
員
名

大
谷
田
障
が
い
福
祉
施
設
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
、
就
労

移
行
事
業
「
あ
い
の
わ
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
」
は
４
月
４
日

に
開
所
式
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
春
、
特
別
支
援
学
校
等

を
卒
業
さ
れ
た
九
名
の
方
々
が
、
多
く
の
福
祉
作
業
所
の

仲
間
に
迎
え
ら
れ
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。
お
一
人
お

ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
か
ら
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
就
労
す

る
た
め
の
基
礎
力
の
育
成
、
企
業
訪
問
や
実
習
体
験
を
通

じ
て
。
就
労
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

谷
中
支
援
セ
ン
タ
ー
の
１
階
を
利
用
し
活
動
を
す
す
め

て
い
ま
す
。
午
前
は
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
そ
っ
た
学
習
や

体
験
を
し
て
頂
き
、
午
後
は
水
曜
日
を
除
き
神
明
福
祉
作

業
所
で
の
作
業
体
験
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
初
々
し
く
照
れ
は
あ
り
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
取
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
就
労
と
い
う
目
標
に
向
か
い

日
々
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
仲
間
と
と
も
に
語
り
合
い
、

就
労
へ
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
、
し
っ
か
り
と
自
分
を

見
つ
め
る
機
会
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
渡
邊)

4
月
15
日(

金)

に
足
立
区
大
谷
田
障
が
い
福
祉
施
設

は
開
所
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
本
年
度
よ
り
足
立
区
大

谷
田
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
は
「
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
」「
生

活
介
護
」、
足
立
区
大
谷
田
ホ
ー
ム
を
「
共
同
生
活
援
助
」

と
し
て
、
新
た
に
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
足
立
区
大
谷
田

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
に
生
活
介
護
を
開
始
す
る
こ
と
で
、

利
用
者
の
方
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
展
開
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、「
福
祉
ホ
ー
ム
」
か
ら
「
共
同
生
活
援
助(

外
部

サ
ー
ビ
ス
利
用
型)

」
に
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
就
労

支
援
」
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
足
立
区
大
谷
田
障
が
い
福
祉

施
設
を
中
心
に
「
暮
ら
す
」「
働
く
」「
健
康
」
の
安
定
化

を
図
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

利
用
者
、
家
族
の
方
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、「
多
機

能
施
設
」
と
し
て
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導･

ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
（
市
原)

あ
い
の
わ
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
開
所

足
立
区
大
谷
田
障
が
い
福
祉
施
設
開
所

足
立
区
大
谷
田
障
が
い
福
祉
施
設
開
所

法人全体会（4月 1日）
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綾瀬あかしあ園では、昨年度施設改修を致しました。作業・活動の創出や拡大として、物販やカフェ等
の新たな事業を展開し、利用者の皆様を始め、ご家族、地域の方々と交流を深める場とし、開かれた綾
瀬あかしあ園として地域啓発を図っていきたいと準備を進めております。そして利用者の方々が地域生活
において自己実現に近づけるように取り組んでいきたいと思っております。
今後ともご指導のほど、よろしくお願いいたします。

の新たな事業を展開し、利用者の皆様を始め、ご家族、地域の方々と交流を深める場とし、開かれた綾
瀬あかしあ園として地域啓発を図っていきたいと準備を進めております。そして利用者の方々が地域生活
において自己実現に近づけるように取り組んでいきたいと思っております。

新任施設長

金井 弘文
綾瀬あかしあ園

新任管理職挨拶新任管理職挨拶  新 任 管 理 職 挨 拶

新規採用職員紹介新規採用職員紹介 新規採用職員紹介  

20 年間、重度心身障がい者の方とご一緒させていただきましたが、昨年度から就労支援事業、共同生
活援助事業に携わらせていただき、改めて事業の違いや利用者の方の想いの違いを目の当たりにしており
ます。
あいのわ福祉会の理念と歴史の重みを受け止め、信頼を得られるよう一歩一歩着実に進んでまいりた

いと思っております。今後ともご指導のほど、よろしくお願いいたします。

活援助事業に携わらせていただき、改めて事業の違いや利用者の方の想いの違いを目の当たりにしており
ます。

新任施設長

市原 純哉
足立区大谷田障がい福祉施設

当施設には４年ぶりに戻って参りましたが、地域の皆様、ご家族の皆様からの、利用者の方々、当施設
を見守るお気持ちの温かさにはまったく変わりがなく、改めて、法人全体が皆様に支えられていることへの
感謝の念に堪えません。
さて、この４月１日に「障害者差別解消法」が施行されましたが、この法律の目的「だれもが安心して暮

らせる豊かな共生社会の実現」に基づき、利用者の方々の権利擁護、ニーズに合う支援に取り組んでいけ
ますよう、法人全体の一致協力のもと、研鑽に励んで参ります。よろしくお願い申し上げます。

を見守るお気持ちの温かさにはまったく変わりがなく、改めて、法人全体が皆様に支えられていることへの
感謝の念に堪えません。

らせる豊かな共生社会の実現」に基づき、利用者の方々の権利擁護、ニーズに合う支援に取り組んでいけ

新任副施設長

神田 博至
神明障がい福祉施設

氏名：小松　直樹　（こまつ　なおき）
所属：綾瀬あかしあ園　Bグループ
一言：利用者の方を第一に考えた関わりを大切にし
　　ながら、一人ひとりに合った支援を行なってい
　　けるように、いつも明るく笑顔で頑張っていき
　　たいと思います。

氏名：有山　瑠花　（ありやま　るか）
所属：神明障がい福祉施設　神明福祉作業所
一言：抱負。　今はまだ不慣れな事もあり毎日が勉
　　強の日々ですが、「また明日も来たい。」と思っ
　　ていただける職員を目指し、信頼関係を築いて
　　いきます。ご指導のほどよろしくお願いします。

氏名：芳賀　舞香（はがまいか）
所属：足立区大谷田障がい福祉施設
一言：まだまだ分からないことばかりで、日々勉強
　　の毎日です。ご迷惑もおかけするかと思います
　　が、１日でも早くみなさんのお役に立てるよう
　　に頑張りますのでよろしくお願いします。

氏名：吉味　健吾（よしみけんご）
所属：竹の塚あかしあの杜
一言：分からないことばかりですが、分からないこ
　　とは先輩職員の方に相談して解決し、利用者さ
　　んが安心できる支援員になります！

氏名：青木　美沙（あおきみさ）
所属：竹の塚あかしあの杜
一言：介助の仕方をしっかりと先輩から学び、わからない事をわ
　　からないままにせず、多くの事を吸収したいです。また、利用
　　者の方一人ひとりとの関わりを積極的に持つことを大切にしたい
　　です。これから日々 精進してまいりますのでよろしくお願いいたします。

氏名：藤田　優子（ふじたゆうこ）
所属：竹の塚あかしあの杜
一言：一つひとつを大切に、先輩方の姿を見て学び
　　ながら支援していきたいと思います。迷惑をか
　　けることもあると思いますが、ご指導のほどよ
　　ろしくお願いいたします。

氏名：佐々木　智広（ささきともひろ）
所属：竹の塚あかしあの杜
一言：座右の銘である「毎日勉強」をモットーに仕
　　事に励んでいきたいと思っています。趣味であ
　　る登山と仕事を両立させ、充実した人生を送り
　　たいです。どうぞよろしくお願いいたします。

管理職として求められる責務の重大さに身の引き締まる思いですが、甚だ微力ながらあいのわ福祉会の
発展のために誠心誠意努力いたします。
現在、法制度の改正等が進み、社会福祉法人を取り巻く環境は大きな変革期を迎えようとしております。

これら対応を図るとともに、広範な福祉ニーズに的確に応え利用者の皆様、地域の皆様に必要とされる役
割を職員と共に果たしてまいりたいと存じますので、今後も一層のご指導ご鞭撻を賜りたくお願い申し上げます。

発展のために誠心誠意努力いたします。

新任事務長

佐野　佑
法人本部
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特
別
会
員
（
1
口
1
万
円
）

清
水
康
行
、
竹
の
塚
あ
か
し
あ
の
杜
き
ず
な
家
族
会(

36
口)

綾
瀬
あ
か
し
あ
園
保
護
者(

41
口)

、
舎
人
あ
か
し
あ
園
保
護
者(

28
口)

一
般
会
員
・
団
体
会
員
（
1
口
3
千
円
〜
5
千
円
）

高
島
節
郎
、
竹
の
塚
あ
か
し
あ
の
杜
き
ず
な
家
族
会(

４
口)

綾
瀬
あ
か
し
あ
園
保
護
者(

１
口)

、
舎
人
あ
か
し
あ
園
保
護
者(
１
口)

大
谷
田
障
が
い
福
祉
施
設
保
護
者(

９
口)

寄
付
者

東
京
綾
瀬
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
リ
サ
イ
ク
ル
モ
ア
、
石
原
豊
二
、

橋
本
幸
子
、
濱
野
幸
彦
、
神
明
福
祉
作
業
所
保
護
者
会
、
西
村
文
雄
、

足
立
区
肢
体
不
自
由
児
者
父
母
の
会
、
宏
心
会
理
事
長
山
下
俊
樹
、

伊
藤
敏
史
、
渡
邊
和
彦
、
西
村
文
雄
、
野
澤
カ
ツ
ヨ
、
匿
名
１
件

後
援
会
だ
よ
り
（
平
成
28
年
１
月
〜
４
月
）
敬
称
略
、
順
不
同

●
後
援
会
加
入
の
お
ね
が
い
●

当
法
人
の
事
業
及
び
運
営
施
設
の
発
展
を
願
い
、
財
政
的
な
援
助
を
し
て
い
く

こ
と
を
主
と
し
て
後
援
会
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
後
援
会
へ
の
加
入
ご
支
援
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
お
問
合
せ
は
後
援
会
事
務
局

電
話
（
３
８
４
９
）
１
１
８
８
ま
で

里
山
に　

虹
立
ち
歩
み　

と
ど
ま
れ
り　
　
　
　
　

秋
山　

啓
司

「
国
語
よ
り　

算
数
よ
り
も　

兜
虫
」　　
　
　
　
　

藤
井　

啓
子

成
長
過
程
の
子
ど
も
達
の
体
験
学
習
は
大
切
で
あ
る
。

特
に
自
然
と
触
れ
合
う
時
間
を
多
く
と
り
た
い
。

森
へ
向
う
子
ど
も
達
の
足
取
り
は
軽
く
兜
虫
を
発
見
し
た
時
の
、
張
り

の
あ
る
声
、目
の
輝
き
は
普
段
あ
ま
り
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。（
秋
山
）

投
稿
欄
（
俳
句
・
川
柳
な
ど
募
集
中
で
す
）

▼
こ
の
一
句

編
集
後
記

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ａ
総
会

　

昨
年
よ
り
生
活
介
護
の
施
設
で
地
域
交
流
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、地
域
交
流
広
場「
あ

い
の
わ
」
の
取
り
組
み
は
３
年
目
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
綾
瀬
あ
か
し
あ
園
１
階
の
一
角
に
地
域

交
流
ス
ペ
ー
ス
「
フ
ォ
ラ
ン
（
森
の
つ
ど
い
）」
を
10
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。
利
用
者
の
方
々

と
地
域
の
皆
様
と
の
交
流
の
場
が
持
て
れ
ば
と
、
そ
ん
な
想
い
を
実
現
す
る
た
め
利
用
者
の
皆
さ
ん
・

職
員
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
地
域
の
皆
様
に
施
設
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
・・・
ご
利
用
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
丸
山
）

日
時
：
平
成
28
年
６
月
14
日
（
火
）

会
場
：
足
立
あ
か
し
あ
園　

３
階
会
議
室

内
容
：
第
一
部　

後
援
会
総
会

　
　
　

第
二
部　

感
謝
状
贈
呈

　
　
　

第
三
部　

講
演
会

　
　
　
　
　
　
　

演
題　
「
音
楽
で
、
笑
顔
に
」

　
　
　
　
　
　
　

講
師　

声
楽
家　

大
前　

恵
子
氏

4
月
17
日
に
第
19
回
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ａ
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
総

会
は
平
成
9
年
に
誕
生
し
、
20
年
余
り
活
動
を
続
け
て
き
た
会
の
解
散
に
伴

う
最
後
の
総
会
と
な
り
ま
し
た
。
毎
年
、
各
施
設
に
５
０
０
名
前
後
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
１
０
，
０
０
０
人
弱

の
方
々
に
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
会
後
の
懇
親
会
で
は
参
加
者
か
ら

様
々
な
思
い
出
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
に
つ
い
て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
個
人
と
し
て
続
け
、
会
の
皆
さ
ん
と
の
絆
を
繋
げ
て
い
く
事
が
話
さ
れ
ま

し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ａ
の
皆
さ
ん
本
当
に
長
い
間
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
渡
邊
）

平
成
28
年
度
後
援
会
総
会
及
び
講
演
会
の
ご
案
内

〈
平
成
28
年
度
開
催
予
定
〉

①
「
社
会
福
祉
協
議
会
の
仕
事
」　

平
成
28
年
6
月
23
日
（
木
）　

②
「
介
護
保
険
」　

平
成
28
年
10
月
6
日
（
木
）

③
「
介
護
予
防
」  　

平
成
28
年
11
月
24
日
（
木
）　

④
「
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
介
護
術
」　  

平
成
29
年
2
月
23
日
（
木
）

　

時　
　
　

間
：
い
ず
れ
も
12
時
〜
13
時
30
分

　

場　
　
　

所
：
地
域
交
流
広
場　
「
あ
い
の
わ
」　

足
立
区
西
保
木
間
２
‐
６
‐
４

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
へ
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

お
申
込
み
先
：
社
会
福
祉
法
人　

あ
い
の
わ
福
祉
会　

竹
の
塚
あ
か
し
あ
の
杜　

竹
の
塚
７
‐
19
‐
17

　

電　
　
　

話
：（
５
６
５
４
）
７
７
３
１　

事
務
受
付　

９
時
〜
17
時

足
立
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
出
前
講
座


